感想

■報告者（金子）の感想

· 北朝鮮の小説を通して読んだのは初めて。朝鮮の社会や人々の生き様を少しでも垣間見ることができ、それなりに興味深かった。
· 作者も若手であり、他にどのような作家が北朝鮮で活躍しているのか関心を持った。
· 小説のテーマが最初から最後まで一定せず、読み手としては戸惑った。

　　　　　　　（最初）環境問題

→（中盤）仕事と家庭の両立に悩む女性（フェミニズム小説？）
　　　　　　→（終盤）みんなで仕事へ（青春小説？）

· 最終的には、登場人物全員が団結して国家の任務に励むという結論。政治体制を反映しているという印象であり、日本や韓国の文学とはかなりの距離があると感じた。
· ハンギョレ新聞の批評にもある通り、今後南北間だけでなく、日本にももっと北朝鮮文学が紹介され、相互に批評し合うような交流があるといいのではないかと思った。

■参加者の感想
みゆき氏：シンチョルとヘソンの愛情表現がわかりづらかった。

　　　　（それに対して参加者の何人かから、ちゃんと書かれているという指摘が出た。

　　　　　まず反発→惹かれあう　というのが韓国ドラマの王道だとの意見あり）

いくこ氏：強引な展開が韓国ドラマと似ている。ストーリー展開に合点がいかないが、北朝鮮の研究職の人は（登場人物が全員研究職）こういうものに納得して同調するのだろうか。日本の私たちは、事情を知らないために納得できないのだろうか。ヨンギョンは国のために生活の犠牲を甘んじて受けているが、この国はこういう国で人々はこういうふうに生きているのかと思った。

ひらやま氏：働く女性の苦悩と家族愛が描かれており、つじつまが合わないところを気にしながらも最後まで読めた。二人の男性のキャラクターはわかりやすかったが、女性にはよくわからないことが多かった。ヘソンは言うことがすぐに変わってしまうし、ヨンギョンは自分の発明による工場建設を中止してしまうという唐突性が気になった。
やまだ氏：この小説の恋愛と試薬工場プロジェクトとの絡み合わせは長編向きで短編には難しいと思う。北朝鮮は保育が完備していると聞いているが、子供は保育所にあずけられないのか。（全寮制の保育園があれば解決するのに、という意見がでた）環境問題については宣伝臭を感じた。

　　　　
きりゅう氏：開発か環境か、という国全体の問題を扱い、解決されないまま終わっているが、このテーマを取り上げたことに意味があると思う。
あちらでは職業はどうやって選択するのか。子供はどう位置づけられているのかなど、いろいろなことを知りたくなった。

ゆきこ氏：ヘソンが、知り合って間もないヨンギョンの子供をお母さんに預けることに

　　　　したことに驚いた。あちらの人間関係ではこういうことが可能なのだろうか。

はたの：登場人物が全員平壌の人間で研究者だし、ヘソンの母も幼稚園の園長先生だったというから、高級住宅地に住む人たちではないだろうか。ハイソサイエティーの人間関係では、もしかしたらこのようなことが可能なのかもしれない。

　　　　　主題（環境・フェミニズム）は興味深いが、細部にリアリティを欠いて読者に疑問を抱かせるような点が多い。
ヘソンが最初についた職分に関する嘘と、あとでそれを明かしたことは、作品内でどういう意味をもっているのか。また、ヘソンが自分の仕事を後回しにして他の事に時間を使っていられるのはなぜなのか。ヘソンの家族構成はどうなっているのか。ヨンギョンの一言で国家的プロジェクトが中止されるのはおかしい。そんな権限は発明者にないのではないか、等等。

年上のヨンギョンには「男の主見」とか「女の世界」など古臭い言葉を使わせ、若いヘソンには「二重の荷」を批判させるなど、世代の役割分担を決めているところにきめ細かさを感じた。
　　　　　舞台は地方だが、登場人物は平壌のエリートで地方の人間は出てこない。作家は清津の出身ということだが海の描写がいかにも都会的、観念的だ。地方の事情に疎いのではないか。
　　　　　
